
IAEA・欧米における原子力人材確保の 
取組について 

平成26年8月29日 

第２８回原子力委員会 

東京大学大学院工学系研究科 

原子力専攻 上坂 充 

CO890150
テキストボックス
第28回原子力委員会
資料第1-1号



内容 

１．世界と我が国の現状 

２．欧州におけるボローニャプロセス 

３．アメリカの状況 

４．IAEAの活動 

５．日本の最新の動き 

６．まとめ 



教育（ Education ）と人材育成（Human Resource Development ） 



世界の原子力界の、 
教育と人材育成、学位と資格 

 教育は教養要素含め大学・院でなされ、称号は学位（学士
、修士、博士） 

 原子力エネルギー・発電の事業に特化した人材育成は、日
本の大学の教育と1対1対応でない。 

 特にアメリカ、日本、中国、韓国の一般大学院は研究的で
あり、修士論文、博士論文にエフォートのそれぞれ50%,80%
を費やす。日本では工学部で半年程度卒業論文に費やす。 

 

教育(Education) 

＠大学・院  

学位（学士、修士、博士） 

人材育成 

(Human Resource  

Development) by ネットワーク 

資格（原子炉主任技術者、 

核燃料取扱主任者、技術士 

（すでに国際標準、土木分野 

では国際認知、業務に必須 ）） 



原子力産業セミナー(原産協会主催）：来場者数、参加企業数の変化 
 

福島第一原子力発電所事故後、来場学生数が1/5に減少 
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原子力産業セミナー(原産協会主催）：来場者の専攻学科別内訳 
 

電気、機械、化学系学生が、福島第一原子力発電所 
事故後、大幅減少 
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○ ２５年度の志願者数は、昨年度に比べて、学部、修士、博士全てにおいて減、トータルでは約０．７割減。 

○ ２５年度の入学者数は、昨年度に比べて、学部、博士で減、トータルでも減。 

○ ２３年度以降、志願者数及び入学者数ともに減少傾向にはあるが、徐々に緩やかになってきている。 

○ ２５年度に定員割れとなった学科・専攻は昨年度より１学科・専攻増加。 

原子力関係学科等の学生動向 
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（１）国内運転中基数は、2014年度より、40年適用が厳格に適用されることを前提に作成。 

（２）国内建設中基数は、2014/3/20時点で島根3号機、大間1号機及び東京電力の東通1号機の3基とした。 

（３）海外原子力発電所の日本建設予測基数は、JICC作成の2014/1/27付資料｢原子力発電所新規導入国の導入予定と日本の 

   原子力発電導入の可能性｣に基づく。 

国内原子力発電所基数推移予想と 
海外原子力発電所の日本建設予測基数（2014/3/20） 
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プラントメーカー3社合計の原子力関係従業員年齢構成 
              （2013年3月31日時点） 

              

        

修士卒が主で 

3.11前の好況時 

採用拡大 
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 海外の人材育成への取組み 

１．ロシア：CICET 
 中央先進訓練研究所 
 （Central Institute for Continuing Education and Training : CICE&T) 
  
・国営原子力企業ロスアトムならびに海外の原子力職業人の教育・訓練センター。ア
トムエネルゴプロム傘下。1967年設立 
・本部はオブニンスク。 
・6つの原子力発電所にあるフルスコープ・シミュレーターセンターが支所となり、
OJT、座学を含め、各サイトの人材育成を実施。セントペテルブルグ支所では地元の
学校教育支援も実施 
・国の認定を受け教育免許を保有 
・153の教育プログラムと3つの専門再訓練プログラムを提供 
・プログラムの主要テーマは、原子力技術、原子力・放射線・環境安全、管理、人事
管理、財務、情報技術・情報保護等 
・教官は22名。スタッフは約300名 
・IAEA予算でE-ラーニングシステムを作成。各支所で自習可能。142のモジュール
構成。アルメニアに納入済み 
・IAEA勧告に沿い原子力知識監理のための国際センターを設置（2011年9月、
IAEAと協力覚書締結） 
・2010年、欧州原子力教育ネットワーク（ENEN）と協力覚書 
・2016年までに300名の留学生を受け入れ予定。主にベトナム、トルコ。 
・ベトナム研修員を受入れ、ロシア語で教育中。 
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２．韓国：KINGS 

 韓国電力公社国際原子力大学院  
 （KEPCO International Nuclear Graduate School : KINGS） 
 
・UAEの原子力発電所建設受注を機に、韓国政府主導、韓国電力公社グループ5社の
出資により、プサンの古里、新古里発電所の隣接地に設立 
・目的は、リーダーレベルの原子力エンジニアの育成 
  （韓国原子力のファンづくり、APR1400の売込みねらい） 
・2年間の教育コース。 
・１学年100名（韓国／海外が半々）の計画。授業料、寮費無料。公用語は英語。 
・2012年3月、韓国32名、海外7ヶ国22名（ベトナム7、ケニア6、マレーシア5、
インドネシア1、タイ1、南アフリカ１、UAE１）で開校。2013年は、韓国31名、
海外13ヶ国29名。 
・１年目は原子力工学、原子力システム安全、エネルギー政策、システム工学、原子
力発電技術の基礎、2年目は、原子力工学か原子力マネジメントを選択し専門教育 
・知識教育省の管轄下にあり、終了後に学位授与 
・学生5～6名を2名の教授が指導するチーム制が特長 
・教授陣は韓国人が中心（常勤13名、非常勤13名） 
・経営陣は、理事長はクンモ・チュン氏（元 教育科学技術大臣）、理事にD.クライン
氏（元 米原子力規制委員会委員長）、元米原子力学会長等を迎えている。 
・年間経費は、韓国電力公社グループ5社が拠出。学生・講師派遣、施設受け入れ等
に、韓国の原子力関連企業も協力。 
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３．欧州：ENEN 

欧州原子力教育ネットワーク（European Nuclear Education Network） 
・欧州共同体（EC）第5次計画のなかで2002年に発足した欧州原子力工学ネットワークプロ
ジェクトのうち、高等教育分野の連携協力を強化する目的で、2003年発足した国際非営利組織 
・目的は、欧州全体の原子力高等教育・訓練の維持と発展・EU加盟国中心に大学、研究機関、
規制機関、産業界が協力・具体的には、欧州における原子力教育カリキュラムの標準化、学生・
教官の交流の促進・ENENの中心機関は、フランスINSTN・日本からは、日本原子力研究開発
機構、東京工業大学、福井大学が参加 
 ４．フランス：INSTN 
フランス国立原子力科学技術学院 
・フランスでは学部で原子力専門教育は行わず、修士レベルの学生を対象にINSTNで一元的
に教育。1956年設立。在サクレー・フランスだけでなく、欧州を中心に海外の学生を受け入
れ、英語で教育・専任スタッフ約100名、専門家講師は約1,300名登録 
・短期コース、研究を通じた訓練コース、大学からの教育訓練受入れコースのほか、教授派遣 
・受け入れ数は、教育・訓練コースで計600名／年。うち約100名がINSTNで学ぶ 

  ５．フランス：I2EN（国内・海外原子力人材育成の情報ハブ機関） 

国際原子力学院（International Institute of Nuclear Energy : I2EN） 
・フランスの原子力教育機関の情報ハブ、留学生のための窓口、海外連携の接点 
・サルコジ大統領（当時）が提唱し、2011年3月発足・在サクレー・要員4名 
・政府により設置されたが、資金はフランス原子力代替エネルギー庁（CEA）からの部分を除
き、民間から拠出・予算は年間１Mユーロ程度・フランス国内、海外両方からの教育・訓練に対
する要求を仲介・HPに、教育・訓練内容のカタログを提示 
 （HPに載せきれない各種教育・訓練メニューの内容詳細を集積） 
・原子力の基礎教育、専門教育、職業教育をカバー・国内連携機関は、教育機関ではフランスで
唯一の原子力専門学校INSTN（国立原子力科学技術学院）、大学、高等学校の18機関、産業界
ではアレバ社、フランス電力会社（EDF）等の3機関、研究機関ではCEA、ANDRA等の3機関 
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欧州教育制度のチューニング 
ボローニャ・プロセスへの大学の貢献 
Tuning Educational Structures in Europe 

Universities’ contribution to the Bologna process: An introduction 
Julia González and Robert Wagenaar 

フリア・ゴンサレス/ローベルト・ワーヘナール【編著】 
深堀聰子/竹中亨【訳】（明石書店） 

 ボローニャ・プロセスとは、欧州高等教育の国際通用性を高めること
を目的として、欧州各国によって1999年より手掛けられてきた高等教
育改革である。 

 

 ボローニャ・プロセスでは、学生の学習時間にもとづいて単位数を算
定する欧州単位互換・累積制度および3段階の学位サイクル・システム
の導入をとおして、大学間の制度的調和をはかることがめざされてい
る。 

 

  チューニングは、この枠組のなかで、コンピテンスと学習成果にもと
づいて教育プログラムを設計することで、大学の多様性と自律性を損
なうことなく、改革を実質化させることが可能であるという立場をとり、そ
の具体的な方法を提示している。 



 

 欧州単位互換・累積制度は、学生の1年間の学習時間
の合計を60ECTS単位に換算することで、学習時間の
観点から、単位の等価性・互換性を保証する仕組みで
ある。そして、学位サイクル・システムにおいて、第
1学位サイクル（学位相当、180～240ECTS単位）、第
２学位サイクル（修士相当）、第３学位サイクル（博
士相当）と定義し、下位のサイクルの学修を上位のサ
イクルの履修条件とすることで、学位の等価性・互換
性を保証している。 

欧州単位互換システム 

ECTS(European Credit Transfer System) 

東京大学工学部・大学院工学系研究科では、以前、当時の修士課程単位数との相関を
議論した。我が国の大学・院での単位数は文部科学省の学習時間（含予・復習）との換
算で決まっており、60単位/年は不可能。結果、履修講義・演習を増やして従来の講義
単位を若干増加“チューニング”した経緯がある。 



 

     モジュール制とは、「一定の合理的な数」の単位が、ある程度
標準的な倍数にもとづいて配分された科目の単位（units)ないしモ
ジュールの仕組みをさす。実際には、種々の選択肢が存在し、「倍
数の基準」はとくに考慮されない場合が多い。モジュール制には、
明らかに利点がある。国によっては、科目の過度の細分化を防ぎ、
試験過多になるのを避けることができる。単位の互換もより容易に
なる。モジュール制は、カリキュラム全体の設計の前提条件ではな
いものの、実際には、設計プロセスを促す効果をもっている。モジ
ュール制の弱点は、各モジュールにおける教授時間数が限定的な場
合、教授の自由度が低下してしまう点である。もっとも、いくつか
の共通点をもつ複数のカリキュラムを編成することができるならば
、むしろ柔軟性は増すという利点がある。非モジュール制（たとえ
ば、一人の教員が担当する科目に多数の単位が配分される場合）で
は、個々の科目で何を教えるかが優先されるのに対して、モジュー
ル制では、カリキュラム全体としての構造のあり方が主たる検討事
項となる。 

 

 

モジュール制と非モジュール制 



コンピテンス(Competence)とチューニング(Tuning) 

 チューニングにおけるコンピテンスとは、知識、理解、技能、能力
が有機的に結合したものであり、教育プログラムを履修した総合的
な成果として、学生が獲得するものである。したがってコンピテンス
は、学術性を基盤としながら、雇用可能性や市民性も保証するもの
でなければならない。それゆえ、チューニングにおいて、大学教育
の参照基準として掲げるコンピテンスは、卒業生・雇用主・大学教
員との協議を経て決定されている。伝統的な大学では、大学が何
を教えるかは、教員がもっぱら学術の観点から決定してきたが、
チューニングでは、学生が何を学ぶかを、大学と社会が学術だけで
なく雇用可能性や市民性の観点も加味しながら共同で決定するモ
デルが提示されている。 

  コンピテンスに着目することによって、理解しやすく、互換性のあ
る学位の開発を促進し、欧州の教育の透明性を高めることができ
る。  

 チューニング・プロジェクトでは、学習成果と学術的・職業的
（Professional）プロフィールに等価性があるならば、学位の等価性
と互換性も認められるという立場をとっている。 



道具的、対人的、統合的コンピテンス 

1）道具的コンピテンス（Instrumental competences)：道具的機能をもつものであり、
以下が含まれる。 

・認知能力：思想や考え方について理解して操作する能力。 

・方法論的能力：環境を操作する能力。時間と学習戦略を整理したり、判断したり、問
題解決したりする能力。 

・技術的能力：技術機器の使用に関する技能。コンピュータや情報処理能力。 

・言語能力：たとえば、口頭・筆記によるコミュニケーション、第二言語に関する知識。 

 

2）対人的コンピテンス(Interpersonal competences) ：自己の気持ちを表現する個人

の能力。批判したり反省したりする能力。対人的技能、チームワーク、社会的、倫理
的責任の表明に関する社会的技能。これらの社会的交流の調和のプロセスを促進す
る傾向がある。 

 

3）統合的コンピテンス（Systemic competences) 

：「システムを全体として」とらえる技能と能力。 

全体を構成する各部分が互いにどう関係して結合するかを把握するために必要な理
解・感性・知識の総体。システム全体を改善するために変革を計画する能力、および
新しいシステムを設計する能力が含まれる。統合的コンピテンスを獲得する前提とし
て、道具的コンピテンスと対人的コンピテンスを身につけておく必要がある。 

 



30のコンピテンス 

2)対人的コンピテンス(Interpersonal competences) 

・批判・反省する能力(Critical and self-critical abilities) 

・チームワーク(Teamwork) 

・対人的技能(Interpersonal skills) 

・学術的なチームのなかで仕事をする能力 

（Ability to work in an interdisciplinary team) 

・他分野の専門家とコミュニケーションをとる能力 

（Ability to communicate with experts in other fields) 

・多様性と多文化性を尊重する姿勢 

（Appreciation of diversity and multiculturality) 

・国際的な環境で仕事をする能力 

（Ability to work in an international context) 

・倫理的責任（Ethical commitment) 

3）統合的コンピテンス（Systemic competences) 

・知識を実践に応用する能力 

（Capacity for applying knowledge in practice) 

・研究に関する能力（Research skills) 

・学習する能力（Capacity to learn) 

・新しい状況に適応する能力 

(Capacity  to adapt to new situations) 

・新しい考えを生み出す能力（創造性） 

（Capacity for generating new ideas(creativity)) 

・リーダーシップ(Leadership) 

・他国の文化や習慣の理解 

（Understanding of cultures and costoms of other countries) 

・自律的に仕事をする能力(Ability to work autonomously) 

・事業の設計と管理(Project design and management) 

・独創性と起業家精神(Initiative and entrepreneurial spirit) 

・質への配慮(Concern for quality) 

・成功する意志(will to succeed) 

1）道具的コンピテンス（Instrumental competences) 

・分析・統合する能力(Capacity for analysis and synthesis) 

・整理・計画する能力(Capacity for organisation and planning) 

・基本的・一般的な知識(Basic general knowledge) 

・専門の基本的な知識を習得するための基礎 

（Grounding in basic knowledge of the profession)  

・母国語による口頭・筆記コミュニケーション 

（Oral and written communication in your native language) 

・第二言語に関する知識(Knowledge of a second language) 

・初歩的なコンピュータ技能(Elementary computing skills) 

・情報処理技能（多様な情報源から情報を収集して分析する能力） 

（Information management skills(ability to retrieve and analyze  

information from different sources)) 

・問題解決(Problem solving) 

・意思決定(Decision-making) 
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アメリカの状況 

 主要大学は研究開発型 

 Times Rankingを上げることを優先 

 一部地域的教育連携はある 

 一部主要大学で世界に向け、トップマ
ネージメント学スクールを実施 

 研究開発において産業界との連携強い 



内容 

１．世界と我が国の現状 

２．欧州におけるボローニャプロセス 

３．アメリカの状況 

４．IAEAの活動 

５．日本の最新の動き 

６．まとめ 



・IAEA, Energy Division, Knowledge Management Sectionでは、世界でのIAEA 

Nuclear Energy Management Schoolの実績(Trieste(4回), Tokyo/Tokai(2回), Abu 

Dhabi(1回), Texas(1回))に立脚し、distance e-learningベースの標記 Virtual 

Universityを構想 

・昨年11月25-28日IAEAにて世界の主要大学が招集され、第1回検討委員会が開かれ
た。現在カリキュラムが議論中であり、発電所・メーカー・規制等組織毎のEngineering 

Course（Managerに原子力技術を教育）、Management Course（原子力技術者に
Managementを教育）など検討され, Competency Area Map（別添）とAbstractsを作成

中。評価・単位化、各国の資格の国際化（日本の炉主任、核取）、現場技術の国際化
（技術士（原子力・放射線）の向上、技術士（土木））等深く議論。 

・東大-IAEA共同開発e-learning教育コンテンツが活用されることを期待したい。 

・ IAEA, Energy Division, Knowledge Management Section一行が、 ①東京大学
(H26.6月)、②マンチェスター大学（7月）、③テキサスA&M(10月) 、④MEPhI(10月)、 

⑤南ア北西大・Witts大(H27.2月)、⑥清華大学(4月)、 ⑦Aahen大学6月) を視察中 

・Competency Area MapとAbstractsをH27中旬に完成見込み。それらに視察大学院
のカリキュラムの対応を記入し、適時更新。 

・世界の原子力教育・人材育成のカリキュラムのIAEA Standardsになることを期待。 

 
 

IAEA INMP(International Nuclear Management Program) 



IAEA連携原子力マネージメント大学院構想 
東京大学、清華大学、ソウル大学、仏アレバ、独アーヘン大学、伊パ
ビア大学、トリノポリテクニーク、西カタローニャポリテク、英マンチェス
ター大学、露MEPhI、米テキサスA&M、米アイダホ大学、UAEカリファー

大学、ガーナ大学、南ア北西大・Witts大、アルゼンチンINVAP、ENET、
World Nuclear University 



東京大学原子力国際専攻・原子力専攻・JAEA人材育成センター・J-IAEA NEMS視察 

（平成26年6月9-13日） 

・東大2専攻、NEM Schoolへのコメントは、・2つの専攻とスクールを対象の違いに対
応して有効に運営、・和英の教科書・e-learningシステムが整備され、それがIAEA 
INMP(International Nuclear Management Program)の教材に活用されることを期待、・
Nuclear Managementの教科書に書いてほしい、・東大の3つのカリキュラムがIAEA 
INMPのtriggerとなっている、等記載されており、良好な印象を与えたようである。 

 

University of Manchester（7月29-31日） 

・ヨーロッパのボローニャ・プロセス/ECTS(European Credit Transfer System)に対抗し
て、UK独自の原子力教育連携・単位互換システムを運営し、同大学はその中核（ラザ
フォード威光？）。 

・原子力工学教育ネットワーク(N-TEC(Nuclear Technology Education Consortium MSc 
Programme))を5年前から運営。独自のe-learningシステムを開発・運用。 

・この10月から原子力技術マネージメント学修士課程(MSc in Nuclear Technology 
Management)を設立・運営（大学院として世界初）。日本の公共政策大学院・技術経営
戦略専攻等のカリキュラムの原子力色を付けた。EDF,NNT,AMEC等主要Stakeholdersが
支援。 

・並行して、 StakeholdersからのFundにとるPh.D研究システムも運営。研究の強化。 

・大学院としての原子力マネージメント学課程で世界で先駆。 

・同大のカリキュラムのすべてもIAEA Competency Mapに記載。 

 

。 

 

IAEA Fact Finding Mission速報 



First IAEA Fact Finding Mission for International Nuclear 

Management Program at University of Tokyo on June 9-

12, 2014 

Manchester U., Texas A&M U. and MEPhI, are 

scheduled in 2014 and Tsingha U., Witwaterstrand 

U., North Western U., Aahen U. etc., in 2015. 

16:30~関村先生 

藤井先生、高橋先生、笠原先生、久野先生 

午前中：上坂、午後：岡本先生、村上助教 

引率：上坂 

引率：上坂 



Correspondence between IAEA competency areas and  
the curriculum of Nuclear Professional School,  
University of Tokyo 

3.  Additional subject 

1. Human factor 

2. Organization Management 

 

 

3. Risks and communication 

 

 

      2.  Nuclear Basics  
1. Nuclear Plant Engineering 
2. Nuclear Safety 
3. Maintenance Engineering 
4. Waste management engineering 

       4. Advanced  
1. Reactor designing 
2. Radiation shielding 
3. Radiation application 
4. Nuclear hazard managemenｔ 

 

Required: 18 hr / 2 credits x 15 = 30 credits 

Almost all courses are accompanied with 24 hr exercise 

1. Nuclear Engineering Basic  
Knowledge 
1.Radiation Safety 
2.Nuclei and radiation measurement 
3.Nuclear law 
4.Nuclear physics 
5.Nuclear thermal hydrodynamics 
6.Nuclear Structure Engineering 
7.Nuclear Reactor Fuel and Material  
8.Nuclear Cycle Engineering 

 



Correspondence between IAEA competency areas and Department of Nuclear Engineering and Management of 
University of Tokyo 

Introduction to Nuclear Engineering 

Energy Systems Analysis 

Nuclear Thermal Hydraulics and Structural Mechanics 

Radiation Biology 

Fundamentals in Nuclear Physics 

Nuclear Reactor Theory 

Radiation Physics 

Nuclear Safety Engineering 

Nuclear Plant Engineering 

Nuclear Fuel Engineering 

Nuclear Nonproliferation and Security  

Radiation Applications 

Management of Spent fuel and  

  Radioactive Waste 

Maintenance Engineering in Nuclear Systems 

International Nuclear Policy 

Advanced Plasma and Laser Science 

Nuclear Fuel Cycle 

Advanced  Radiation Measurements 

Chemistry in Nuclear Engineering 

Radiation Safety E 

Advanced Radiation Application 

Advanced Lecture on Simulation Science 

Next Gen Nuclear Energy Systems 

Severe Accident 

Quantum Beam Engineering 

Energy System Analysis 

Radiation and Risks 

 

 

Nucl. Eng. Core 

Basic Course 

Projects 

Advanced Course 

Social Science Essentials 

Social Issues in Science and Technology 

Social Issues in Science and Technology 

International Nuclear Project and 

Cooperation 

 

Group works 
English (w/o credit) 

Exercise 

Special Lectures 

Required: 20 hr / 2 credits 

x 15 = 30 credits 



Engineering/Science/Technology(6) 

-Nuclear-(4) 

Reactor Technologies(Koshy) 

Feasibility Study of Nuclear Power Project(Hoshi) 

Technologies for Fuel Cycle and Waste Management(Saito) 

Role of Research Reactors(Yamashita) 

-Non-Nuclear-(2) 

Management of Radiation Risk in Normal, Accident,  

and Post-accident Conditions(Akashi) 

Radiation Application(Uesaka)  

Management(13) 

-Energy Planning-(2) 

Energy Planning and Energy System Analysis(Fujii) 

Energy Policy, Decision Making, Strategies  

for Choosing Electric Power Source(Toyoda) 

-Nuclear Policy-(3) 

Basic Principles for Nuclear Energy(A.Omoto) 

Milestone Approach(Starz) 

Management of a Nuclear Power Project(Anahara) 

-Safety/Security/Safeguard-(7) 

Safety Fundamentals(Itoi) 

IAEA’s role on Nuclear Safety and Security(Khartabil) 

Risk and Regulation(Abe) 

Principles of Non-proliferation Regime;  

Safeguards and Export Control(Kuno) 

The IAEA and International Nuclear Safeguards(Wong) 

Nuclear Security and Physical Protection (Naoi) 

Safety Culture(Kurata) 

-Ethics/Communication-(1) 

Issues on Ethics of Engineers(Murakami) 

 

Correspondence between IAEA competency areas and  
the curriculum of J-IAEA NEM School Regional(Asia)(6) 

Plenary Lecture from Japan 

(Objective: Introducing Situation in Japan)(Y.Oka) 

Presentation of Venders (Hitachi, MHI, Toshiba) 

Country Report, China(Sun) 

Country Report, Korea(Park) 

Plenary(2) 

Current Status of Nuclear Power Programmes  

In Member States(Bychkov) 

Plenary Lecture From IAEA NE(Degnan) 

Technical Tour(6) 

Hamaoka Nuclear Power Station,  

        Chubu Electric Power Co. 

JAEA(Exhibition Center, HTTR, ISCN) 

Toshiba, Keihin Works 

Hitachi, Rinkai Works 

Human Resource Development(4) 

Knowledge Management and  

Human Resource Development(des 

Grosbois) 

Alumni Association(Nishiyama) 

Communication Activities with  

Local Junior High Students(Uesaka) 

Discussion about Education for  

  Nuclear Industries 

Issues on Nuclear Disarmament,  

  Non-proliferation,  

and Nuclear Energy: Considering the 

Social Responsibilities  

of the Scientists(Suzuki) 

Lesson Learned from Fukushima Accident(Inagaki) 

Lesson Learned From Onagawa NPS(Obonai) 

Group Projects(6) 

43 items for 3 weeks 









University of Manchester資料より 



内容 

１．世界と我が国の現状 

２．欧州におけるボローニャプロセス 

３．アメリカの状況 

４．IAEAの活動 

５．日本の最新の動き 

６．まとめ 



            
学部4年生 

大学院 

修士課程 博士課程 

ヨーロッパ 講義のみ ほぼ講義のみ 研究 

イギリス 講義のみ ほぼ講義のみ 研究 

アメリカ 講義のみ 講義のみ 研究 

日本 講義(~50％) 
+卒業論文研究
(~50％) 

講義(~40％)＋修士
論文研究(~60％) 
講義(100％)(専門
職大学院） 

講義(~20%)+博士
論文(~80%)   

韓国 講義+卒業論文研究 講義+修士論文研究 
講義のみ(KINGS） 

講義+博士論文   
 

中国 講義+卒業論文研究 講義+修士論文研究 
 

講義+博士論文 
 

世界での原子力系学部・修士・博士課程での講義と研究 



日本 欧米 

小中高 
 

講義 広い教養教育 

 
学部 

 
講義 

 
厳しい講義 

大 

学 

院 

 
修士 

 （一般）    （専門職） 
講義・研究(Peak) 厳しい講義 
 

 
厳しい講義 

(勉学のPeak) 
 

 
博士 

 
 講義・研究（最近学生減）        研究(Peak) 
 
          

日本と欧州の原子力の教育と研究 

受験(勉学のPeak) 

ＩＡＥＡ原子力エネルギーマネージメントスクール 

（原子力人材育成ネットワーク運営） 

マネージメント・国際性・ネットワーク作り 

主要大学毎のトップマネージメントスクール 

マネージメント・国際性・ネットワーク作り 

類似性 



工学部・工学系研究科における総合工学分野の変遷
（東大を例にとり） 

 土木工学はいち早く文理融合・国際性重視。公務員
の主輩出源。社会基盤工学に展開。国際プロジェク
トコースを設置。 

 航空工学は航空宇宙工学へ。 

 金属工学はマテリアル工学に。バイオ・半導体・金
属のコースを設置。 

 船舶・資源工学はシステム創成学科知能社会システ
ムコース、技術経営戦略専攻を設置。 

 原子力工学は学部はシステム量子工学を経て、船舶
・資源と共同でシステム創成学科設置。原子力教育
はそのカリキュラムの中で1/3程度。大学院は原子
力国際専攻、原子力専攻（専門職大学院）を設置。 



国際的人材育成プログラム案 

大学・大学院・高専における特徴を生かした教育・研究 （国際競争に勝ち抜く！） 

IAEA Virtual Nuclear Management University (e-learning) 

産業界における実務・OJT・英語教育 

2014   2015   2016   2017   2018   2019   2020   2021   2022   2023   

Japan-IAEA 

Nuclear 

Energy 

managemen

t School(3w) 

持続的運営 

数週間・3-6ヶ月・1年間コース 
拠点１ 

形成 
研究炉・臨界集合体・核物質RI使用施設での実習 

拠点２形成 数週間・3-6ヶ月・1年間コース 

研究炉・臨界集合体・核物質RI使用施設での実習 

受講者派遣 講師・メンター・サブ派遣 

和英教科書・教材の整備 

受講者派遣 講師・メンター・サブ派遣 

国
際
的
実
務
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム 

原子力人材育成戦略検討会議資料 

（平成26年3月27日ネットワーク運営委員会） 



日本原子力学会における 
原子力人材育成若手・中堅の国際化・活性化について 

学部前期（１，２，３年）の入口は広く 

学部後期（3，4年）・修士課程で専門性出た段階で日本原子力学会に入会・
学生連絡会等に参画・就職しても退会させない 

広義の原子力研究の発表の場の創成 

原子力学会に新たなセッション（医学応
用、ビーム、生物、化学、リスクミニュ
ケーション、セキュリティ等） 

学会員でない学生が多く参加
の研究会等で 

合同セッション企画、業界で活
躍のOB・OGの参加 

業界へ就職 

海外出張・派遣・交流・IAEA/OECD職員 

IAEA NEM School、WNUなど 

国際スクールに参加 

Alumni Associationに加入 

東大原子力専攻（専門職大学院）入学 

ネットワーク参画 

国際協力企画に参加 

発電サイト間交際交流 

IAEA NEM Schoolにメンター・サブで参加 

Group Discussionを企画運営 
企業でのCPDの国際資格化 IAEA Nuclear Management Virtual University 

に参加 

AESJ Collaboration Task Forceに加入 

国際的リーダーシップ・現場のレベル・意識の国際化 

大学・院・技術士教育の充実 

（英語化・ケーススタディ・失敗例など） 

原子力人材育成戦略検討会議資料 

（平成26年3月27日ネットワーク運営委員会） 



JABEEによる認定制度および技術士について 

○日本技術者教育認定機構(JABEE)による認定制度（国際的同等性確保が目的） 

  エンジニアリング系学士課程１６分類、エンジニアリング系修士課程、情報専門系学士課程４分類、建

築系学士修士課程について、基準、分野別要件を定める。 

  分野により要件の精粗差がかなりある。 

  エンジニアリング系修士課程は「学士課程で達成するより高度な学習・教育到達目標が設定」のみ。  

  修了すれば修習技術者に認定（技術士一次試験免除）。産業界での技術士資格とリンク。 

  認定されているプログラムは工農理系学科の１／４程度。有力な大学の認定が特に少ない。 

  → 原子力はエンジニアリング系学士課程の工学（融合複合・新領域）及び関連のエンジニアリング分

野として設定（？） 原子力で認定を受けているプログラムは無い（？） 

  → ＪＡＢＥＥの中で原子力を独立分野とし、修士課程についても明確に規定すべきか 

    → 各教育機関が進んで認定プログラムに参加する方策が必要 

    → ＩＡＥＡ、欧米に標準教育プログラムが存在すれば、それとの整合を図る 

      我が国としてイニシアティブを取れること。 

 

○技術士 

 技術士法に基づく国家資格。２１の部門に分かれる。 

 原子力・放射線部門は、二次試験の選択科目として、①原子炉システムの設計及び建設、②原子炉システ
ムの運転及び保守、③核燃料サイクルの技術、④放射線利用、⑤放射線防護 の分野が設定されている。 

 ＡＰＥＣエンジニア、ＥＭＦ国際エンジニアとして登録すれば国際的に通用する技術者として評価される 

 技術士は、常に資質向上を図るため、一定の継続研鑽が責務となっている。 
     

 

 

 

企業等でのCPD(Continuous Professional Development)との連携が必須 



まとめ 
 欧州・イギリスはボローニャ・“UK”プロセスを活用して教育

ネットワークを強化。 

 アメリカ・日本・中国・韓国の大学院は研究開発型。 

 教育・人材育成、学位・資格の対応は、世界で地域毎、さらに
は大学院毎に異なる。 

 IAEAは欧州にて強く連携(ENEN(European Nuclear Educational 
Network))。アジアにもA(Asian)NENTを構築、整備中。
INMP(International Nuclear Management Program)によって原子力
工学・マネージメント学のIAEA教育標準(Competency Area Map)
を構築中。 

 フランス・ロシア・韓国にて国際人材育成拠点。 

 日本の原子力人材育成ネットワークも機能し出し、国際的認知
も高まりつつある。 

 日本の原子力教育・人材育成に、入口（学部）は幅広く、進学
・就職するにつれて、連携拠点による教育強化の方向が見えて
くる。 

 




